
 

第2章  空間のベクトル（8）  

5 ベクトルの図形への応用  

Ａ  位置ベクトル  

 空間においても，1つの点Ｏを固定すると，任意の点Ａの位置は，ベクトルOA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝a⃗ によっ

て定められる。このベクトルa⃗ を点Ｏに関する点Ａの位置ベクトルという。 

 このとき，次のことが成り立つ。 

点Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｐの位置ベクトルを a⃗ 、b⃗ 、c 、p⃗  として， 

（Ⅰ）線分ＡＢをm：nの比に分ける点をＰとすると， 

     p⃗ ＝
𝑚b⃗⃗ +𝑛a⃗⃗ 

𝑚+𝑛
 

  とくに，点Ｐが線分ＡＢの中点のとき， p⃗ ＝
a⃗⃗ +b⃗⃗ 
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（Ⅱ） △ＡＢＣの重心Ｇの位置ベクトルは， OG⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
a⃗⃗ +b⃗⃗ +c 
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＜例17＞ ＯＡ，ＯＢ，ＯＣを3つの辺にもつ平行六面体において，Ｏと向かい合った頂

点をＤ、△ＡＢＣの重心をGとし、OA⃗⃗⃗⃗  ⃗＝a⃗ 、OB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝b⃗ 、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝c とする。 

（1）OD⃗⃗ ⃗⃗  ⃗をa⃗ 、b⃗ 、c 、で表せ。  OD⃗⃗ ⃗⃗  ⃗＝a⃗ + b⃗ ＋c  

（2）OG⃗⃗⃗⃗  ⃗をa⃗ 、b⃗ 、c 、で表せ。 

OG⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
a⃗⃗ +b⃗⃗ +c 
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（3）直線ODは、点Gを通ることを示せ。 

（1）、（2）より、OD⃗⃗ ⃗⃗  ⃗＝3OG⃗⃗⃗⃗  ⃗ 

  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｏ 

Ｇ 



＜例18＞ 四面体ＡＢＣＤの1つの面ＢＣＤの重心をＧとし，ＡＧを3：1に内分する点を

Ｐとする。任意の点Ｏに対して，を，OP⃗⃗⃗⃗  ⃗をOA⃗⃗⃗⃗  ⃗、OB⃗⃗⃗⃗  ⃗、OC⃗⃗⃗⃗  ⃗、OD⃗⃗ ⃗⃗  ⃗で表せ。 

 

点Gは、△BCDの重心より、 

OG⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OD⃗⃗⃗⃗⃗⃗ 

3
 

点 P は、AG を 3：1 に内分するので、 

OP⃗⃗⃗⃗  ⃗＝
3OG⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ 

3+1
＝

(OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OD⃗⃗⃗⃗⃗⃗ )+OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ 
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＝
OA⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OB⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OC⃗⃗⃗⃗⃗⃗ +OD⃗⃗⃗⃗⃗⃗ 
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演習4  3点Ａ(2，－1，3)，Ｂ(3，2，1)，Ｃ(a，b，5)が一直線上にあるように，定数a，b

の値を定めよ。 

 

点Ｐが，直線ＡＢ上にあるとき、 AC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝ｋAB⃗⃗⃗⃗  ⃗ が成り立つ。ただし、ｋは実数  

 

AB⃗⃗⃗⃗  ⃗＝(3，2，1)－(2，－1，3)＝(1、3、－2) 

AC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝(a，b，5)－(2，－1，3)＝(a－2、b＋1、2) 

AC⃗⃗⃗⃗  ⃗＝ｋAB⃗⃗⃗⃗  ⃗ とおくと、 

(a－2、b＋1、2)＝ｋ(1、3、－2) 

成分を比較して、 

a－2＝k 

b＋1＝3k 

2＝－2ｋ 

これを解いて、ｋ＝－1、a＝1、b＝－4 
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Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｏ 

Ｐ 

Ｇ 


